
みなさんの願いをしっかり受け止め
要求実現のために全力をあげます

　昨年の１０月２６日、区長に対し「2013年度
予算編成に関する要望書」を提出しました。
重点要求２４項目、部局要求７６３項目、地域
要求２１９項目、合計１００６項目です。
　区民の暮らしが一段ときびしさを増している
とき、渋谷区に求められているのは、悪化する
区民生活と営業を守ることです。また、災害か
ら区民のいのちを守る福祉と防災のまちづくり
です。この立場にたって予算編成にすべき内
容を提案したのが今回の要望書です。日本共
産党渋谷区議団は、その実現のためにがん
ばります。

●医療保険料の負担は去年と比
べてどうなりましたか。

●医療費、介護費用の支出は去
年と比べてどうなりましたか。

○年金受給ですが、介護保険料等の負担が多く、

年金額の減少でやりきれません（70代・女性）

○年金から引かれる額が徐々に増えている。国保

の他に、昨年秋より後期高齢者保険料が増え、

今年は昨年の倍になり、２つ合わせて７万円近く

で大変です。（６０代・女性）

○7～8万円位か？その他に足がとても悪いので、

タクシー代がかさむこと。家賃が高く、来年は契

約更新、高齢者向け住宅でもないので、いつも

頭の隅に不安が居ついている。高齢者向け納得

価格の住居を区が面倒みてくれないかしらと思

う。今月額13万5千円です。（70代・女性）

○介護保険料が9200円上がった。保険料は上がる

が、実際必要となった時に、そう簡単には受けら

れないそうですね。（７０代・女性）

○介護について、介護者の時間、例えば医者に行

きたくてもその時間がとれません。私共も老々介

護なのでちょっとお手伝いして下さる方がいらっ

しゃると助かります。（70代・女性）

○現役時代より病院に行くことを控えており、少々

の事では、病院へ行かない。今の生活では老人

ホーム（民間）にもはいれない。（６０代・男性）

●渋谷区政に望む施策

●渋谷区の防災対策で望むこと

【保育・子育て、教育問題について】

○保育園に入れるか不安　来年４月に職場復帰するが出来なければクビになる。収入

が減る。（４０代・女性）

○0才児の保育所の空きが完全に足りない。共働きができない。また一時保育も電話

も通じないと聞き、施設に問題がありキャパオーバーしているようなので検討してほし

い。（30代・女性）

○渋谷区は公立保育園の増設、拡充に力を尽くすべきで、少子化対策の基本の一つだ

と思う。（60代・男性）

○夫婦共にリストラのような形で切られ、２ヵ月以内に職が決まらないと子供まで退園

させられ、増々転職活動が厳しくなるという現状、例えば会社から証明書を出してもら

えば２ヵ月の条件を４ヵ月に延長できるなど、救済措置を作ってほしい。（30代・女性）

○選択制は各地で見直す動きが出ていると聞いている。保護者間のウワサや新校舎・

標準服・英語教育につられて学校を選び、小規模校はより小規模になりがち。結果

として統廃合というのはおかしいと思う。（40代・女性）

日本共産党は「ぶれない党」「提案し、実行する党」です
　「共産党の主張ややってることはいいけど、政党名を変えたらどうか」というご意見
をいただきました。
　先の総選挙では、〝これだけ新党がボコボコ生まれ、党名がコロコロ変わる状況を
みると、党名を変えなくてよかったですね〟̶ こんな声も寄せられました。
　日本共産党が｢スジを通す｣のは､名前だけではありません｡政党助成金の受け取り
を一貫して拒否し､撤廃を求めている唯一の政党です｡企業･団体献金も受け取りま
せん｡党の財政は党員の党費と、草の根のカンパなど自前の努力でまかなっています。
　こんな政党だからこそ、大企業やアメリカに気がねなく、国民の声をまっすぐに国会
に届けることができるのです。
　日本共産党は、戦前から命がけで侵略戦争に反対し、スジを通して90年、「ぶれな
い党」「提案し、実行する党」です。みなさんのご理解、ご協力をお願いいたします。
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